
 

 

 

 

非上場株式の価額を評価する場合、相続や贈与などで取得した株主が、同族株主等（その会社の経営支配

力を持っている一族）に該当するかどうかで、原則評価方式と特例的評価方式（配当還元方式）の 2 種類に

より評価します。また、非上場株式（取引相場のない株式）は、1株ごとに評価します。 

 

 

 

 

  

そして、原則的評価方式による場合には、評価する会社の規模が大会社・中会社・小会社のどの区分に該当

するのかで、次の３つの評価方法に決まります。 

 

●大会社…類似業種比準方式。ただし、純資産価額方式の選択も可能。つまり、類似業種比準価額と純資産 

価額のいずれ低い方を選択します。 

 ●中会社…併用方式。 

 ●小会社…純資産価額方式。ただし、併用方式の選択も可能。つまり、純資産価額と併用方式のいずれか低 

い方を選択します。 

 

 続いて、上記の３つの評価方式と配当還元方式について簡単に説明します。 

① 類似業種比準方式 
評価する会社の業種に類似した上場会社の数値を基準に算定する方法です。配当、利益、純資産の３つ

の要素があり、評価会社の業績がよいほど評価額が高くなります。 
② 純資産価額方式 

 課税時期に会社を解散させたと仮定した場合に、株主１人あたりに戻ってくる分配額で評価する考え方
です。純資産がもととなり、保有資産の時価が高いほど評価額が高くなります。 

③ 併用方式 
① と②による評価額を一定の割合で折衷する方法です。 
一般的には純資産価額より類似業種比準価額の方が低くなるため会社の規模が大きいほど有利といえ

ますが、純資産価額のほうが低ければ、どの規模の会社でも純資産価額で評価できます。 
④ 配当還元方式  

 配当金額から単純に株価を逆算する方法です。なお、無配当の場合は、2 円 50 銭を配当しているものと
して計算します。 

令和 7年 3月号 

 SANWA LINER 
UＲＬ http://www.tkcnf.com/sanwa-kaikei/pc/  

※ ホームページも情報満載です。 

是非、ご覧下さい！！ 
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■3/10(月)  ・2月分源泉所得税・住民税の特別徴収税額の納付 

■3/17(金)  ・5年分贈与税の申告 2/1 ～ 3/15 

            ・5 年分所得税の確定申告 2/17～ 3/17 

■3/31 (月)  ・1月決算法人の確定申告と納税 

・7 月決算法人の中間申告と納税 

・消費税の年税額が 400 万円超の 4月,7 月, 

10 月決算法人の 3月ごとの中間申告と納税 

［消費税及び地方消費税］ 

      ・個人事業 

                 

                        

   

3 月の税務カレンダー 

← QR で簡単に 
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同族株主等（その会社を支配している一族）か？ 

原 則 的 評 価 方 式 特例評価方式（配当還元方式） 
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はい いいえ 
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